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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置に接続するためのコネクタに、外部装置との流体管路の接続用の口金が設けら
れた内視鏡において、
　貫通する流体管路が内部に一体に形成されていて、前記コネクタの外装ケースの内側に
配設されたブロック体と、
　前記ブロック体の前記流体管路に連通された状態で前記ブロック体に一体に形成されて
いて、前記口金の内端部側が挿入される装着穴と、
　前記ブロック体の内部に設けられていて、且つ、前記ブロック体の外側に一部開口する
挿入用開口部が形成されている接続部材収容部と、
　前記接続部材収容部の前記開口部から挿入して前記接続部材収容部に収納可能であって
、前記接続部材収容部へ挿入された状態にあるときに前記装着穴に対応する位置に配置さ
れていて、前記口金を固定するためのねじ部が形成されている接続部材と、
　前記口金に設けられていて、前記口金を前記ブロック体の前記装着穴に対して相対回転
させて挿入するようにして組み付けていく際に前記接続部材のねじ部に螺合するねじ部と
、
　を具備し、前記接続部材収容部は、前記ブロック体内に前記装着穴を横切って延設され
ており、
　前記口金を前記ブロック体に対して外側から相対回転させることにより、前記口金は、
前記接続部材収容部に挿入収納された前記接続部材に螺合して、前記ブロック体に固定さ
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れて組み付けられることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記接続部材のねじ部を通過した奥部まで前記口金の内端部側を前記装着穴に挿入して
組み付けることで、前記流体管路と前記口金とが連通されることを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記装着穴は、前記口金の内端部側が嵌合する嵌合部と、前記口金の内端部側の内端面
が当接する内底面とが形成されており、
　前記接続部材収容部は、前記ブロック体内に前記装着穴をそれぞれ横切る状態で、前記
ブロック体の前記装着穴の中心軸方向と略直交する方向に延設されており、
　前記口金は、前記ブロック体に組み付けられる際に、前記接続部材収容部に収納された
前記接続部材のねじ部を前記口金の内端部が通過した後、前記内端部側が前記装着穴に嵌
合されると共に、前記内端部側の前記内端面が前記流体管路の前記装着穴の前記内底面と
当接されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記接続部材収容部内へ前記接続部材を挿入した状態で、前記ブロック体の前記開口部
を覆う固定部材を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記ブロック体は、樹脂成形品であり、前記接続部材は金属製であることを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記接続部材収容部は、前記接続部材を前記口金の装着方向に移動可能に保持し、
　さらに、前記口金は、前記内底面に当接した状態でさらに前記口金が前記装着方向へ進
行するための前記相対回転が可能であり、
　前記接続部材は、前記口金が内底面に当接した状態での前記相対回転に応じて前記口金
に相対して前記装着方向の逆方向に移動されて前記ブロック体の前記接続部材に対向する
面に当接することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部装置に接続するためのコネクタを備えた内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、内視鏡には例えば光源装置などの外部装置に接続するためのコネクタが設けら
れている。この内視鏡のコネクタとしては例えば、特許文献１に示されている構成のもの
がある。この内視鏡のコネクタには外部装置の送気機構や、送水機構等との接続用の送気
口金や、送水口金等が突設されている。
【０００３】
　また、同特許文献１では内視鏡のコネクタ本体に送気口金や、送水口金等を固定する口
金固定構造は次のような構成になっている。すなわち、この口金固定構造ではコネクタの
シャーシを形成するブロック部材がコネクタケースの内側に配置されている。さらに、こ
のブロック部材およびコネクタケースには送気口金の挿通孔がそれぞれ形成されている。
また、送気口金の内端部にはフランジ部が突設されている。そして、この送気口金の外端
部側がブロック部材の内側からブロック部材の挿通孔およびコネクタケースの挿通孔を順
次通してコネクタケースの外側に突出されている。
【０００４】
　また、コネクタケースの挿通孔には送気口金固定具が嵌着されている。そして、この送
気口金固定具と送気口金の内端部のフランジ部との間にブロック部材を挟み込む状態で、
送気口金固定具によって送気口金を固定する構成になっている。なお、送水口金について
も同様の口金固定構造になっている。
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【特許文献１】特開平７－１９１２６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来構成のものにあっては送気口金の組付け作業時には送気口金の外端部をブロッ
ク部材の内側からこのブロック部材およびコネクタケースの各挿通孔を通してコネクタケ
ースの外側に突出させたのち、送気口金固定具と送気口金の内端部のフランジ部との間に
ブロック部材を挟み込む状態で、送気口金固定具によって送気口金を固定するようにして
いるので、送気口金の組付け作業がやりにくい問題がある。また、送水口金についても同
様に組立て作業性が悪い問題がある。
【０００６】
　本発明は上記事情に着目してなされたもので、その目的は、コネクタ部の口金固定構造
の組立て性が良く、安価な内視鏡を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１の発明は、外部装置に接続するためのコネクタに、外部装置との流体管路の接
続用の口金が設けられた内視鏡において、貫通する流体管路が内部に一体に形成されてい
て、前記コネクタの外装ケースの内側に配設されたブロック体と、前記ブロック体の前記
流体管路に連通された状態で前記ブロック体に一体に形成されていて、前記口金の内端部
側が挿入される装着穴と、前記ブロック体の内部に設けられていて、且つ、前記ブロック
体の外側に一部開口する挿入用開口部が形成されている接続部材収容部と、前記接続部材
収容部の前記開口部から挿入して前記接続部材収容部に収納可能であって、前記接続部材
収容部へ挿入された状態にあるときに前記装着穴に対応する位置に配置されていて、前記
口金を固定するためのねじ部が形成されている接続部材と、前記口金に設けられていて、
前記口金を前記ブロック体の前記装着穴に対して相対回転させて挿入するようにして組み
付けていく際に前記接続部材のねじ部に螺合するねじ部と、を具備し、前記接続部材収容
部は、前記ブロック体内に前記装着穴を横切って延設されており、前記口金を前記ブロッ
ク体に対して外側から相対回転させることにより、前記口金は、前記接続部材収容部に挿
入収納された前記接続部材に螺合して、前記ブロック体に固定されて組み付けられること
を特徴とする内視鏡である。
【０００８】
　請求項２の発明は、前記接続部材のねじ部を通過した奥部まで前記口金の内端部側を前
記装着穴に挿入して組み付けることで、前記流体管路と前記口金とが連通されることを特
徴とする請求項１に記載の内視鏡である。
【０００９】
　請求項３の発明は、前記装着穴は、前記口金の内端部側が嵌合する嵌合部と、前記口金
の内端部側の内端面が当接する内底面とが形成されており、前記接続部材収容部は、前記
ブロック体内に前記装着穴をそれぞれ横切る状態で、前記ブロック体の前記装着穴の中心
軸方向と略直交する方向に延設されており、前記口金は、前記ブロック体に組み付けられ
る際に、前記接続部材収容部に収納された前記接続部材のねじ部を前記口金の内端部が通
過した後、前記内端部側が前記装着穴に嵌合されると共に、前記内端部側の前記内端面が
前記流体管路の前記装着穴の前記内底面と当接されることを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡である。
【００１０】
　請求項４の発明は、前記接続部材収容部内へ前記接続部材を挿入した状態で、前記ブロ
ック体の前記開口部を覆う固定部材を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡で
ある。
【００１１】
　請求項５の発明は、前記ブロック体は、樹脂成形品であり、前記接続部材は金属製であ
ることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡である。
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【００１２】
　請求項６の発明は、前記接続部材収容部は、前記接続部材を前記口金の装着方向に移動
可能に保持し、さらに、前記口金は、前記内底面に当接した状態でさらに前記口金が前記
装着方向へ進行するための前記相対回転が可能であり、前記接続部材は、前記口金が内底
面に当接した状態での前記相対回転に応じて前記口金に相対して前記装着方向の逆方向に
移動されて前記ブロック体の前記接続部材に対向する面に当接することを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡である。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によればコネクタの外装ケースの内側のブロック体の外側の開口部から接続部材
を接続部材収容部に挿入し、外装ケースの外側から口金を口金装着穴に挿入した際に、口
金を接続部材に接続して固定することにより、口金とブロック体とが固定されるようにし
たので、コネクタ部の口金固定構造の組立て性が良く、安価な内視鏡を提供することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の第１の実施の形態を図１乃至図４を参照して説明する。図１は本実施の
形態の内視鏡システム１を示すものである。本実施の形態の内視鏡システム１には、図１
に示す通り、電子内視鏡２と、光源装置３と、内視鏡２より出力される電気信号を映像信
号に変換するビデオプロセッサ４と、このビデオプロセッサ４からの映像信号を表示する
モニタ５と、ＶＴＲデッキ６と、ビデオディスク７と、ビデオプリンタ８とが設けられて
いる。
【００１５】
　また、内視鏡２には、観察対象物の管腔内に挿入する細長い挿入部９が設けられている
。この挿入部９の基端部には内視鏡２の操作を行う手元側の操作部１０が連結されている
。
【００１６】
　また、挿入部９には操作部１０より延出された可撓性を備えた細長い可撓管１１と、こ
の可撓管１１より先端側に配置され、手元側の操作部１０の操作にともない遠隔的に４方
向に湾曲操作可能な湾曲部１２と、この湾曲部１２よりさらに先端側の最先端位置に配置
された硬質な先端部１３とが設けられている。
【００１７】
　さらに、操作部１０にはユニバーサルコード１４の基端部が連結されている。このユニ
バーサルコード１４の先端部には外部の光源装置３と着脱可能に接続されるコネクタ１５
が連結されている。このコネクタ１５にはライトガイド入射端１６が突設されている。そ
して、内視鏡２のコネクタ１５はライトガイド入射端１６が光源装置３内に差し込まれる
状態で光源装置３に着脱可能に連結されるようになっている。この連結状態で、光源装置
３内のランプ１７からの照明光が集光レンズ１８によって内視鏡２のライトガイド入射端
１６に集光され、内視鏡２の内部に配設された図示しないライトガイドを介して挿入部９
の先端部１３に導光されたのち、先端部１３内に組み込まれた図示しない照明レンズを介
して外部に照射されるようになっている。
【００１８】
　また、内視鏡２のコネクタ１５にはビデオケーブル１９の一端部が接続されている。こ
のビデオケーブル１９の他端部にはビデオコネクタ２０が連結されている。さらに、ビデ
オコネクタ２０はビデオプロセッサ４に着脱可能に接続されている。
【００１９】
　そして、内視鏡２の観察像は先端部１３内の図示しない対物光学系によってＣＣＤ等の
撮像手段に結像されて電気信号に変換されるようになっている。この電気信号はビデオプ
ロセッサ４に入力されて映像信号に変換された後、モニタ５に入力されてこのモニタ５に
内視鏡２の観察像が表示されるようになっている。なお、必要に応じてＶＴＲデッキ６お
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よびビデオディスク７に内視鏡２の観察像が記録され、さらにビデオプリンタ８で内視鏡
２の観察像がプリントアウトされるようになっている。
【００２０】
　また、図２は本実施の形態の内視鏡２の送気・送水システムの概略構成を示すものであ
る。本実施の形態の内視鏡２には挿入部９における先端部１３に観察光学系の対物レンズ
に洗滌水や、空気等を吹き付ける送気・送水用のノズル２１が配設されている。このノズ
ル２１の基端部には挿入部９内に配設された送気・送水チューブ２２の先端部が連結され
ている。
【００２１】
　また、内視鏡２の操作部１０にはノズル２１からの送気・送水動作を制御する制御弁２
３が配設されている。この制御弁２３には上流側送気チューブ２４、上流側送水チューブ
２５、下流側送気チューブ２６、下流側送水チューブ２７の各一端部が連結されている。
ここで、上流側送気チューブ２４および上流側送水チューブ２５の各他端部はユニバーサ
ルコード１４内を経由してコネクタ１５側に延出されている。さらに、下流側送気チュー
ブ２６および下流側送水チューブ２７の各他端部は操作部１０内に配設された分岐部２８
で送気・送水チューブ２２の基端部に共通に連結されている。
【００２２】
　また、コネクタ１５の内部には送気管路２９と、送水管路３０とが形成されている。そ
して、送気管路２９の一端部は上流側送気チューブ２４に送気用内部口金３１Ａを介して
接続され、また送水管路３０の一端部は上流側送水チューブ２５に送水用内部口金３２Ａ
を介して接続されている。
【００２３】
　さらに、コネクタ１５の外周面には送気口金３１と、送水口金３２とが配設されている
。そして、コネクタ１５内の送気管路２９の他端部は送気口金３１に、また送水管路３０
の他端部は送水口金３２にそれぞれ連通されている。
【００２４】
　また、コネクタ１５の送気管路２９の中途部には接続管路３３の一端部が連結されて送
気用分岐部３４が形成されている。なお、接続管路３３の他端部はコネクタ１５における
光源装置３との接続面に突設された図示しない送気口金に連結されている。
【００２５】
　ここで、本実施の形態の内視鏡システム１の光源装置３には送気ポンプ３５が内蔵され
ている。そして、光源装置３とコネクタ１５との接続時にはこの送気ポンプ３５はコネク
タ１５の接続管路３３と連結されるようになっている。
【００２６】
　さらに、本実施の形態の内視鏡システム１の光源装置３には送水タンク３６が設けられ
ている。この送水タンク３６には送水用の水を溜めている。そして、コネクタ１５の送水
管路３０の先端部は送水口金３２を経て送水タンク３６の水面下に延設され、水中に導入
されている。また、コネクタ１５の送気管路２９の先端部は送水タンク３６の上部に配置
され、送水タンク３６の水の外に出した状態で保持されている。
【００２７】
　また、操作部１０の制御弁２３には外部側に開口するリーク孔３７が形成されていると
ともに、制御弁２３の図示しない操作ボタンが設けられている。そして、この操作ボタン
の操作にともない上流側送気チューブ２４、上流側送水チューブ２５、下流側送気チュー
ブ２６、下流側送水チューブ２７およびリーク孔３７の接続状態が切換え操作され、ノズ
ル２１からの送気・送水動作が制御されるようになっている。
【００２８】
　次に、図３および図４を参照してコネクタ１５の内部構成を説明する。本実施の形態の
内視鏡２のコネクタ１５には図３に示すように外装ケース３７の内側に樹脂成形部品のブ
ロック体３８が設けられている。そして、このブロック体３８の内部に図３に示すように
略Ｌ字状に屈曲された送気管路２９および送水管路３０が形成されている。
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【００２９】
　さらに、コネクタ１５のブロック体３８には送気口金３１および送水口金３２の各挿入
穴（装着穴）４３，４４が送気管路２９および送水管路３０にそれぞれ連通された状態で
形成されている。
【００３０】
　また、ブロック体３８には送気口金３１および送水口金３２の取付け面側にこれらの送
気口金３１および送水口金３２の各中心軸方向と略直交する方向に延設された固定板収容
部（接続部材収容部）３９が設けられている。この固定板収容部３９はブロック体３８の
外側に開口されている。
【００３１】
　さらに、固定板収容部３９には例えば金属板によって形成された口金固定板（接続部材
）４０が外側の開口部から挿入されている。ここで、口金固定板４０はブロック体３８の
外側から固定板収容部３９に挿入された状態で、ブロック体３８に固定せずに収容されて
いる。
【００３２】
　また、口金固定板４０には送気口金３１および送水口金３２をそれぞれ固定するための
２つのねじ穴（口金固定手段）４１，４２が形成されている。これらのねじ穴４１，４２
はブロック体３８における送気口金３１および送水口金３２の各挿入穴４３，４４とそれ
ぞれ対応する位置に配置されている。
【００３３】
　また、コネクタ１５におけるユニバーサルコード１４との接続端面にはブロック体３８
の固定部材４５が配設されている。そして、ブロック体３８はこの固定部材４５を介して
ブロック体３８に対しライトガイド入射端１６側に設けられた図示しないシャーシに固定
ねじ４６によって固定されている。
【００３４】
　また、外装ケース３７にはブロック体３８の送気口金３１および送水口金３２の各挿入
穴４３，４４とそれぞれ対応する位置に同様に送気口金３１および送水口金３２の挿入用
開口部４７，４８が形成されている。
【００３５】
　また、送気口金３１には口金固定板４０のねじ穴４１と螺合する雄ねじ部４９が形成さ
れている。そして、送気口金３１の内端部側は外装ケース３７の開口部４７からブロック
体３８の挿入穴４３内に挿入され、さらに口金固定板４０のねじ穴４１を通り、挿入穴４
３の奥部まで挿入されてブロック体３８の挿入穴４３と嵌合されるようになっている。こ
のとき、送気口金３１の雄ねじ部４９が口金固定板４０のねじ穴４１にねじ込み固定され
る操作にともない互いに対向する送気口金３１の内端面と挿入穴４３の内底面との間の当
接部５１、およびブロック体３８の固定板収容部３９における口金固定板４０との当接面
５２をそれぞれ当接させることにより、送気口金３１とブロック体３８とが口金固定板４
０を介して固定されるようになっている。そして、ブロック体３８の挿入穴４３と送気口
金３１の内端部との間の嵌合部、および送気口金３１の雄ねじ部４９と口金固定板４０の
ねじ穴４１との間の螺合部は接着されて送気口金３１がブロック体３８に強固に固定され
ている。
【００３６】
　また、送水口金３２にも送気口金３１と同様に口金固定板４０のねじ穴４２と螺合する
雄ねじ部５０が形成されている。そして、送水口金３２の内端部側は外装ケース３７の開
口部４８からブロック体３８の挿入穴４４内に挿入され、さらに口金固定板４０のねじ穴
４２を通り、挿入穴４４の奥部まで挿入されてブロック体３８の挿入穴４４と嵌合される
ようになっている。このとき、送水口金３２の雄ねじ部５０が口金固定板４０のねじ穴４
２にねじ込み固定される操作にともない互いに対向する送水口金３２の内端面と挿入穴４
４の内底面との間の当接部５３、およびブロック体３８の固定板収容部３９における口金
固定板４０との当接面５２をそれぞれ当接させることにより、送水口金３２とブロック体
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３８とが口金固定板４０を介して固定されるようになっている。そして、ブロック体３８
の挿入穴４４と送水口金３２の内端部との間の嵌合部、および送水口金３２の雄ねじ部５
０と口金固定板４０のねじ穴４２との間の螺合部は接着されて送水口金３２がブロック体
３８に強固に固定されている。
【００３７】
　また、ブロック体３８には送気管路２９および送水管路３０の端縁部に送気用内部口金
３１Ａおよび送水用内部口金３２Ａの取付け穴５４，５５がそれぞれ形成されている。さ
らに、固定部材４５にはブロック体３８の取付け穴５４，５５と対応する部位に送気口金
３１および送水口金３２の挿入用開口部５６，５７がそれぞれ形成されている。そして、
送気用内部口金３１Ａおよび送水用内部口金３２Ａの組付け時には送気用内部口金３１Ａ
および送水用内部口金３２Ａの内端部が固定部材４５の挿入用開口部５６，５７からブロ
ック体３８の取付け穴５４，５５内にそれぞれ挿入された状態で、送気用内部口金３１Ａ
および送水用内部口金３２Ａと固定部材４５の挿入用開口部５６，５７との間が接着によ
り固定されている。
【００３８】
　次に、上記構成の作用について説明する。本実施の形態の内視鏡２では送気・送水の制
御を行わない時は、上流側送気チューブ２４と、操作部１０の制御弁２３のリーク孔３７
とが連通された状態で保持される。そのため、送気ポンプ３５の圧力は接続管路３３、送
気用分岐部３４、送気管路２９、上流側送気チューブ２４を順次経由し、操作部１０の制
御弁２３のリーク孔３７より外部に逃げている。
【００３９】
　ここで、送気を行うように制御弁２３の操作ボタンを制御すると、上流側送水チューブ
２５と、下流側送水チューブ２７と、リーク孔３７とが遮断され、上流側送気チューブ２
４と、下流側送気チューブ２６とが連通される状態に切換えられる。そして、送気ポンプ
３５の圧力が接続管路３３、送気用分岐部３４、送気管路２９、上流側送気チューブ２４
、操作部１０の制御弁２３、下流側送気チューブ２６、送気・送水チューブ２２を順次経
由し、ノズル２１から外部に伝わるため、送気を行うことができる。
【００４０】
　また、送水を行うように制御弁２３の操作ボタンを制御すると、上流側送気チューブ２
４と、下流側送気チューブ２６と、リーク孔３７とが遮断され、上流側送水チューブ２５
と、下流側送水チューブ２７とが連通される状態に切換えられる。そして、送気ポンプ３
５の圧力が接続管路３３、送気用分岐部３４、送気管路２９を介して送水タンク３６へ伝
わり、送水タンク３６内の水を、送水管路３０、上流側送水チューブ２５、操作部１０の
制御弁２３、下流側送水チューブ２７、分岐部２８、送気・送水チューブ２２を順次経由
し、ノズル２１から外部に噴出させることができる。
【００４１】
　また、本実施の形態の内視鏡２では送気管路系の送気口金３１は送水タンク３６を着脱
する際にストレスを受けるが、このとき送気口金３１の管路軸の回転方向に対する力はブ
ロック体３８の挿入穴４３と送気口金３１の内端部との間の嵌合部、および送気口金３１
の雄ねじ部４９と口金固定板４０のねじ穴４１との間の螺着部の各接着部で受けることが
できる。さらに、管路軸方向の力は送気口金３１の内端面と挿入穴４３の内底面との間の
当接部５１、およびブロック体３８の固定板収容部３９における口金固定板４０との当接
面５２により受けることができる。そのため、送水タンク３６を着脱する際に作用するス
トレスによって送気口金３１がコネクタ１５から外れることはない。
【００４２】
　また、口金固定板４０はブロック体３８に対して特に固定していないが、ブロック体３
８の挿入穴４３と送気口金３１の内端部との間の嵌合部、および送気口金３１の雄ねじ部
４９と口金固定板４０のねじ穴４１との間の螺着部と、送気口金３１の内端面と挿入穴４
３の内底面との間の当接部５１、およびブロック体３８の固定板収容部３９における口金
固定板４０との当接面５２により、しっかり固定されている。
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【００４３】
　なお、送水管路系の送水口金３２も上述した送気管路系の送気口金３１と同様の口金固
定構造になっているので、送水タンク３６を着脱する際に作用するストレスによってこの
送水口金３２がコネクタ１５から外れることはない。
【００４４】
　そこで、上記構成のものにあっては次の効果を奏する。すなわち、本実施の形態ではコ
ネクタ１５の外装ケース３７の内側のブロック体３８に固定板収容部３９を形成し、外側
の開口部から口金固定板４０をこの固定板収容部３９に挿入するとともに、外装ケース３
７の外側から送気口金３１および送水口金３２を口金装着穴４３，４４に挿入し、送気口
金３１および送水口金３２を口金固定板４０に螺合接続して固定してこの口金固定板４０
により、送気口金３１および送水口金３２とブロック体３８とが固定されるようにしたも
のである。そして、コネクタ１５の組立て作業時にはブロック体３８を外装ケース３７の
内側に挿入したのち、ブロック体３８の固定板収容部３９に口金固定板４０を挿入する。
続いて、固定部材４５を組付け、図示しないシャーシに固定ねじ４６によって固定する。
その後、送気口金３１および送水口金３２を組付け、最後に送気用内部口金３１Ａおよび
送水用内部口金３２Ａを組付けるようにしている。そのため、従来のように送気口金をブ
ロック部材の内側からこのブロック部材およびコネクタケースの各挿通孔を通してコネク
タケースの外側に突出させたのち、送気口金固定具と送気口金の内端部のフランジ部との
間にブロック部材を挟み込む状態で、送気口金固定具によって送気口金を固定する場合に
比べてコネクタ１５の組立て作業が簡単でその作業時間も短いので、コネクタ１５の組立
て作業時に送気口金３１および送水口金３２をコネクタ１５に組付ける口金固定構造の組
立て性が良く、安価な内視鏡２を提供することができる。
【００４５】
　また、口金固定板４０は金属板によって単純な平板形状に形成されているので、安価で
ある。さらに、この口金固定板４０はブロック体３８に接着等の特別な固定をしなくても
、しっかり固定できるので、安くて組立て作業性の良い構造にすることができる。そのた
め、コネクタ１５の口金固定構造の組立て性が良く、安価となる。
【００４６】
　また、送気口金３１および送水口金３２は、金属製の口金固定板４０に固定されている
ので、プラスチック材料からなる固定部材に固定する場合に比べて接続強度が強い。
【００４７】
　また、本実施の形態ではコネクタ１５内に配設されたブロック体３８の送気管路２９の
一端部に送気用内部口金３１Ａ、他端部に送気口金３１をそれぞれ連結して送気管路系を
構成したので、送気管路と送気口金との固定を１部品で行う場合のように送気口金が複雑
な形状にならず、部品コストも低く抑えられる効果がある。
【００４８】
　さらに、送気口金３１、口金固定板４０、送気用内部口金３１Ａは構造も単純であり部
品単価が安い。また、ブロック体３８は送気管路２９を形成しているので形状が複雑であ
るが樹脂成形部品であり、やはり部品単価を安くすることができる効果がある。
【００４９】
　次に、本発明の第２の実施の形態を図４を参照して説明する。本実施の形態は、図４に
示すように第１の実施の形態の内視鏡２のコネクタ１５に突設されたアース端子口金５８
の口金固定構造に本発明を適用したものである。このアース端子口金５８は、内視鏡２に
高周波処置具を使用する場合に用いるもので、このアース端子口金５８に接続した外部装
置を介して帰還回路を形成するようになっている。
【００５０】
　本実施の形態のコネクタ１５のブロック体３８にはアース端子口金５８の挿入穴５９が
形成されている。また、ブロック体３８にはアース端子口金５８の取付け面側にこのアー
ス端子口金５８の中心軸方向と略直交する方向に延設された固定板収容部（接続部材収容
部）６０が設けられている。この固定板収容部６０はブロック体３８の外側に開口されて
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いる。
【００５１】
　さらに、固定板収容部６０にはアース端子口金５８を固定するステンレス製の口金固定
板（接続部材）６１が外側の開口部から挿入されている。ここで、口金固定板６１はブロ
ック体３８の外側から固定板収容部６０に挿入された状態で、ブロック体３８に固定せず
に収容されている。
【００５２】
　また、口金固定板６１にはアース端子口金５８を固定するためのねじ穴（口金固定手段
）６２が形成されている。このねじ穴６２はブロック体３８におけるアース端子口金５８
の挿入穴５９と対応する位置に配置されている。
【００５３】
　また、外装ケース３７にはブロック体３８のアース端子口金５８の挿入穴５９と対応す
る位置にアース端子口金５８の挿入用開口部６３が形成されている。さらに、アース端子
口金５８には口金固定板６１のねじ穴６２と螺合する雄ねじ部６４が形成されている。
【００５４】
　そして、アース端子口金５８の内端部側は外装ケース３７の開口部６３からブロック体
３８の挿入穴５９内に挿入され、このアース端子口金５８の雄ねじ部６４が口金固定板６
１のねじ穴６２にねじ込み固定されるようになっている。このとき、アース端子口金５８
の雄ねじ部６４が口金固定板６１のねじ穴６２にねじ込み固定される操作にともない互い
に対向するアース端子口金５８の内端面と挿入穴５９の内底面との間の当接部６５、およ
びブロック体３８の固定板収容部６０における口金固定板６１との当接面６６をそれぞれ
当接させることにより、口金固定板６１とブロック体３８とが口金固定板６０を介して固
定されるようになっている。なお、ブロック体３８の挿入穴５９とアース端子口金５８の
内端部との間の嵌合部、およびアース端子口金５８の雄ねじ部６４と口金固定板６０のね
じ穴６２との間の螺合部によってアース端子口金５８がブロック体３８に強固に固定され
ている。
【００５５】
　また、口金固定板６０は内視鏡２内の図示しない帰還回路を形成する金属部材と接続さ
れており、アース端子口金５８は口金固定板６０を介して金属部材と導通されている。
【００５６】
　そして、本実施の形態ではアース端子口金５８は、ブロック体３８の挿入穴５９とアー
ス端子口金５８の内端部との間の嵌合部、およびアース端子口金５８の雄ねじ部６４と口
金固定板６１のねじ穴６２との螺合部や、アース端子口金５８の内端面と挿入穴５９の内
底面との間の当接部６５、およびブロック体３８の固定板収容部６０における口金固定板
６１との当接面６６により、送気管路系の送気口金３１や、送水管路系の送水口金３２と
同様にブロック体３８に強固に固定されている。
【００５７】
　次に、上記構成の作用について説明する。本実施の形態では内視鏡２に高周波処置具を
使用した時に発生した漏れ電流は、内視鏡２内の帰還回路を形成する金属部材を介して、
アース端子口金５８に伝わる。そして、アース端子口金５８と接続した帰還回路を形成す
る外部装置へ逃がされる。
【００５８】
　そこで、本実施の形態のアース端子口金５８は第１の実施の形態の送気管路系の送気口
金３１や、送水管路系の送水口金３２と略同様の口金固定構造でブロック体３８に強固に
固定されているので、第１の実施の形態の送気口金３１や、送水口金３２の口金固定構造
と同様の効果が得られる。
【００５９】
　また、図５（Ａ），（Ｂ）乃至図７は例えば第１の実施の形態（図１乃至図４参照）の
内視鏡２と組合わせて使用され、体内に挿入される挿入部９の性質を術者の好みに応じて
変化させるスタイレット７１の使用例を示すものである。



(10) JP 4446006 B2 2010.4.7

10

20

30

40

50

【００６０】
　図５（Ａ）は挿入部９の長さが長いロングタイプの内視鏡２Ａにスタイレット７１を使
用した例を示す。ここで、図５（Ａ）のロングタイプの内視鏡２Ａの可撓管１１Ａは軟性
管であるが、この可撓管１１Ａの先端側に軟性な性質を持っている軟性部７２、後端側に
硬性な性質を持っている硬性部７３がそれぞれ配設されている。
【００６１】
　さらに、内視鏡２Ａの可撓管１１Ａの内部には挿通チャンネル７４が配設されている。
この挿通チャンネル７４の先端側は先端部１３の先端面に開口し、後端側は操作部１０に
形成された処置具挿入口７５に開口している。
【００６２】
　また、スタイレット７１には細長いワイヤ状の挿入部７６と、この挿入部７６の基端部
に連結された把持部７７とが設けられている。そして、図５（Ａ）の例では内視鏡２Ａの
処置具挿入口７５から挿通チャンネル７４内に挿入されたスタイレット７１の挿入部７６
の先端部は内視鏡２Ａの先端部１３の先端位置から湾曲部１２の後方の長さＬの位置まで
挿入されている。ここで、スタイレット７１の挿入部７６は、長手方向でその硬さを変え
ており、先端側は非常に硬性な性質の硬性部７６ａで、後端側は非常に軟性な性質の軟性
部７６ｂになっている。
【００６３】
　なお、図５（Ａ）の例の位置では、スタイレット７１の挿入部７６の硬さの変化点が、
ちょうど可撓管１１Ａの軟性部７２と硬性部７３との間の変化点と一致している。
【００６４】
　また、図５（Ｂ）は挿入部９の長さが短いショートタイプの内視鏡２Ｂにスタイレット
７１を使用した例を示す。ここで、図５（Ｂ）の内視鏡２Ｂの可撓管１１Ｂは全長に渡り
図５（Ａ）の可撓管１１Ａの先端側の軟性部７２と同じ硬さになっている。そして、図５
（Ｂ）の例の位置では、内視鏡２Ｂの処置具挿入口７５から挿通チャンネル７４内に挿入
されたスタイレット７１の挿入部７６の先端部は内視鏡２Ｂの先端部１３の先端位置から
湾曲部１２の後方の長さＬの位置まで（図５（Ａ）と同様の位置まで）挿入されている。
【００６５】
　また、スタイレット７１の挿入部７６には図６に示すようにこのスタイレット７１を図
５（Ａ）のロングタイプの内視鏡２Ａに使用した場合の挿入位置を示す複数のロングタイ
プ挿入位置指標７８ａ，７８ｂ，…と、このスタイレット７１を図５（Ｂ）のショートタ
イプの内視鏡２Ｂに使用した場合の挿入位置を示す複数のショートタイプ挿入位置指標７
９ａ，７９ｂ，…とがそれぞれ並設されている。
【００６６】
　ここで、各ロングタイプ挿入位置指標７８ａ，７８ｂ，…には、図７に示すように内視
鏡２の挿入部９の先端位置と、このスタイレット７１の挿入部７６の先端の位置との間の
距離を表示する長さ指標８０と、その表示に対応した内視鏡のタイプを示す内視鏡識別指
標８１とが設けられている。また、各ショートタイプ挿入位置指標７９ａ，７９ｂ，…に
も同様に長さ指標８２と、内視鏡識別指標８３とが設けられている。
【００６７】
　また、内視鏡２のスタイレット挿入口である処置具挿入口７５の近傍にはスタイレット
７１を挿入する際に良く見える位置にスタイレット７１の内視鏡識別指標８１、または８
３を意味する表示が設けられている。さらに、内視鏡２の処置具挿入口７５には弾性体で
形成したスタイレット保持具８４が設けられている。このスタイレット保持具８４におけ
るスタイレット７１の挿入部７６の挿入穴部８４ａは挿入部７６の外径寸法より小さく設
定されている。
【００６８】
　次に、上記構成の作用について説明する。ここでは、図５（Ａ）のロングタイプの内視
鏡２Ａを使用して例えば、大腸内視鏡検査を行う場合の例について説明する。この大腸内
視鏡検査を行う場合、最初は内視鏡２Ａの挿入部９をそのまま患者の大腸へ挿入していく
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。
【００６９】
　挿入の初期段階では大腸は、複雑に屈曲している。そのため、可撓管１１Ａのように先
端側に軟性部７２が配置されている場合には挿入部９が大腸の屈曲部の形状に倣って変形
しやすいので、挿入しやすい。
【００７０】
　しかし、内視鏡２Ａの挿入部９をある程度挿入していくと、挿入部９を押し込む力が大
腸の屈曲部に吸収されてしまい手元側の挿入操作の追従性が悪いばかりか、被験者に多大
な苦痛を与えてしまう。このような場合には屈曲部（特にＳ字状結腸）を挿入部９の操作
で直線化して改善を図ることが行われる。しかし、大腸は屈曲した元の状態に戻ろうとす
るので、場合によってはすぐに元の屈曲状態に戻ってしまう。
【００７１】
　そこで、このような場合には内視鏡２Ａの挿入部９内にスタイレット７１を挿入する。
このスタイレット７１の挿入時には可撓管１１Ａの先端側ではスタイレット７１の挿入部
７６の性質により硬性に変化し、可撓管１１Ａの後端側は挿入前とあまり変わらない。そ
のため、スタイレット７１が挿入された内視鏡２Ａの可撓管１１Ａの後端側は相対的に先
端側より軟性な性質に変化するので、内視鏡２Ａの可撓管１１Ａの前後の硬質、軟質の相
対関係が逆転する。そして、この場合には内視鏡２Ａの可撓管１１Ａの先端側が硬性な状
態になるので、大腸が元の屈曲状態に戻ることなく挿入を継続できる。
【００７２】
　また、挿入部９の性質を術者の好みに応じて変化させるためには、スタイレット７１の
挿入長を変えてやれば良い。このとき、術者は、スタイレット７１の挿入部７６に設けて
いる挿入位置指標７８，７９を目視することで、スタイレット７１の挿入部７６の先端が
内視鏡２Ａの挿入部９の先端からどの位置にあるかを容易に認識できる。
【００７３】
　また、スタイレット保持具８４の挿入穴部８４ａがスタイレット７１の挿入部７６の外
径寸法より小さくなっているので、スタイレット７１を保持することができ、検査中にス
タイレット７１がずれることはない。
【００７４】
　また、検査によっては図５（Ｂ）に示すようなショートタイプの内視鏡２Ｂを用いるこ
とがある。この場合、術者は、スタイレット７１の挿入部７６の挿入位置指標７９を目視
することでスタイレット７１の挿入部７６の先端が内視鏡２Ｂの挿入部９の先端からどの
位置にあるか容易に認識できる。
【００７５】
　また、ロングタイプ挿入位置指標７８ａ，７８ｂ，…と、ショートタイプ挿入位置指標
７９ａ，７９ｂ，…のどちらを見れば良いかは、内視鏡２の処置具挿入口７５近傍に設け
た内視鏡識別指標８１、８３に対応した表示を見れば良い。
【００７６】
　そこで、上記構成のものにあっては同じスタイレット７１を挿入部９の長さの違う内視
鏡２Ａ，２Ｂに使用しても、容易に使用中の内視鏡２Ａまたは２Ｂにおけるスタイレット
７１の挿入位置が正しく認識できる。
【００７７】
　また、図８は図５（Ａ），（Ｂ）乃至図７に示すスタイレット７１の第１の変形例を示
すものである。本変形例は図７のスタイレット７１の内視鏡識別指標８１、８３のかわり
に内視鏡２の挿入部９の長さを識別できる図５（Ａ）のロングタイプの内視鏡２Ａ用の内
視鏡識別マーク９１と、図５（Ｂ）のショートタイプの内視鏡２Ｂ用の内視鏡識別マーク
９２とを設けたものである。
【００７８】
　そこで、上記構成の本変形例では、内視鏡２の挿入部９の長さを識別する内視鏡識別指
標が図７のスタイレット７１の内視鏡識別指標８１、８３のような文字ではなく、図形の



(12) JP 4446006 B2 2010.4.7

10

20

30

40

50

内視鏡識別マーク９１，９２なので、指標が大きく、目立ち、見やすい効果がある。
【００７９】
　また、図９は図５（Ａ），（Ｂ）乃至図７に示すスタイレット７１の第２の変形例を示
すものである。本変形例は図７のスタイレット７１の内視鏡識別指標８１、８３のかわり
に内視鏡２の挿入部９の長さを識別できる図５（Ａ）のロングタイプの内視鏡２Ａ用の白
線９３と、図５（Ｂ）のショートタイプの内視鏡２Ｂ用の赤線９４とを設けたものである
。
【００８０】
　また、本変形例では長さの異なる２種類の内視鏡２の挿入部９の長さに対応したスタイ
レット７１の例を示したが、３種類以上の内視鏡２の挿入部９の長さに対応させても良い
。さらに、内視鏡２の挿入部９の硬さの関係も先端側が硬性で後端側が軟性の内視鏡２に
、先端側が軟性で後端側が硬性なスタイレット７１の組み合わせでもよい。
【００８１】
　また、図１０（Ａ），（Ｂ）乃至図１５は第１の実施の形態（図１乃至図４参照）の内
視鏡２の操作部１０を示すものである。この操作部１０には、図１０（Ａ）に示すように
グリップ１０１と、ケーシング本体１０２と、スイッチ部１０３と、図１１に示すフタ体
１０４と、制御ボタン１０５と、制御ボタン１０６と、制御ボタン１０７とが設けられて
いる。
【００８２】
　ここで、グリップ１０１、ケーシング本体１０２、スイッチ部１０３、フタ体１０４は
無塗装の樹脂成形部品である。さらに、グリップ１０１には、図１５に示すように左手で
このグリップ１０１を保持するためにスベリ止め１０８が設けられている。このスベリ止
め１０８は、左手の指のひっかかりを良くするためにグリップ１０１の前面に凹部１０９
を設けたものである。なお、グリップ１０１にはこの凹部１０９の近傍位置に、このグリ
ップ１０１を逆に保持するときに指がひっかからないように凸部１１０も設けられている
。
【００８３】
　また、グリップ１０１の背面には図１１に示すように２つの曲面（第１の曲面１１１と
、第２の曲面１１２と）が設けられている。ここで、グリップ１０１を左手で把持したと
きに、親指以外の指の付け根近傍の凸部は、第２の曲面１１２に、手の平中央の凹状は第
１の曲面１１１に接するような形状に設定されている。さらに、第２の曲面１１２、第１
の曲面１１１はその凹凸に対応するように第２の曲面１１２が第１の曲面１１１より低く
なるように配置されている。
【００８４】
　また、図１２に示すようにフタ体１０４は、ケーシング本体１０２にパッキン１１３を
介して水密に固定されている。ここで、フタ体１０４におけるケーシング本体１０２との
接合面側にはパッキン１１３取付け用のリブ１１４が突設されている。このリブ１１４は
フタ体１０４におけるケーシング本体１０２との接合面側の周縁部位に沿って略矩形枠状
に形成されている。そして、パッキン１１３は、図１４に示すようにこのリブ１１４の外
周に配置された状態で取付けられている。
【００８５】
　さらに、フタ体１０４にはリブ１１４の近傍位置に略Ｕ字状のパッキン保持部材１１５
が設けられている。このパッキン保持部材１１５には図１４に示すように切り欠き部１１
６が設けられている。そして、パッキン保持部材１１５の切り欠き部１１６をフタ体１０
４の凸部１１７に組み込むことにより、パッキン保持部材１１５をフタ体１０４に固定し
ている。
【００８６】
　また、フタ体１０４にはパッキン保持部材１１５の凸部１１８に対応した保護部１１９
が設けられている。そして、この保護部１１９により、パッキン保持部材１１５の内周部
分をフタ体１０４の内側に突出させないようにしている。
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【００８７】
　さらに、図１４中でパッキン保持部材１１５が装着されていない部分については、図１
２に示すようにケーシング本体１０２側にパッキンウケ部１２０を設けているので、フタ
体１０４の固定時にパッキン１１３が自由に動くおそれはない。
【００８８】
　また、パッキンウケ部１２０は、図１３に示すようにリブ状に複数にわかれているので
、厚肉にならず、樹脂成形部品であるケーシング本体１０２の外観にひけが発生すること
はない。
【００８９】
　また、ケーシング本体１０２の内部には基板１２１が配設されている。この基板１２１
は図１３に示すように固定部材１２２を介して固定ねじ１２３でケーシング本体１０２と
接続されている。さらに、基板１２１には、固定部材１２４が設けられている。そして、
この固定部材１２４がケーシング本体１０２と当接することで基板１２１とケーシング本
体１０２との固定をより強固にしている。
【００９０】
　なお、ケーシング本体１０２における固定部材１２４との当接部近傍には、厚肉部１２
５が設けられている。ここで、厚肉部１２５の部分には外観にひけが出ないよう肉にげ部
１２６を設けているが、固定部材１２４との当接部の強度を確保するために当接部のみ厚
肉のままにしている。しかし、この厚肉部分は面積が小さいため外観にひけが出ることは
ない。
【００９１】
　また、図１０（Ｂ）に示すようにグリップ１０１の内部には基板１２１と接続した内部
構造体１２７が配設されている。ここで、グリップ１０１の内周面には３つのリブ１２８
が内方に向けて突設されている。そして、内部構造体１２７はグリップ１０１の内周面の
３ケ所のリブ１２８と係合されている。なお、各リブ１２８の根元部分１２９は、各リブ
１２８の強度を確保し、樹脂成形部品であるグリップ１０１の外観がひけない程度に太く
なっている。
【００９２】
　さらに、本発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲で種々変形実施できることは勿論である。　
　次に、本出願の他の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　
　（付記項１）　外部装置に接続するためのコネクタを有し、コネクタに外装を形成する
外装ケースと、外部装置と接続するための口金を設けた内視鏡において、外装ケースの内
側にブロック体を設け、ブロック体と口金を接続する接続部材を設けるとともに、ブロッ
ク体の外側に開口した接続部材の収容部をブロック体に設け、接続部材をブロック体の外
側から収容部に挿入し、外装ケースの外側から口金を接続部材に接続したことを特徴とす
る内視鏡。
【００９３】
　（付記項２）　ブロック体に流体管路を形成し、流体管路と接続する口金を設けた付記
項１の内視鏡。
【００９４】
　（付記項３）　コネクタにアース端子を設け、アース端子と接続する接続部材を導電性
の材料にした付記項１の内視鏡。
【００９５】
　（付記項４）　口金と接続部材に互いに螺合するネジ部を設け、外装ケースの外側より
口金をねじ込み、口金の端面をブロック体に当接させるとともに、接続部材をブロック体
の口金当接部と対向する壁に当接させたことを特徴とする付記項１の内視鏡。
【００９６】
　（付記項５）　口金とブロック体が嵌合していることを特徴とする付記項１の内視鏡。
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【００９７】
　（付記項１～５の従来技術）　特開平７－１９１２６６号公報。
【００９８】
　（付記項１～５が解決しようとする課題）　特開平７－１９１２６６号公報では、同公
報の図７に示すように、コネクタケース４１の内側に配置したコネクタのシャーシを形成
する第２本体ブロック４６を、送気口金８８で挟み込むように固定している。具体的には
、送気口金８８のフランジ部と送気口金固定具１０２で第２本体ブロック４６を挟み込む
ために、送気口金８８を第２本体ブロック４６の内側から突出させている。　
　そのため、送気口金８８の組付けがやりにくい。　
　さらに、内視鏡先端に通じる送気チューブへの接続のために送気口金８８が複雑な形状
になっており、部品のコストが高くなっている。　
　また、送水口金についても同様で、送水口金と内視鏡先端に通じる送液チューブへの接
続のために送水チューブを介しており、組立て性が悪いとともに構成部品が多くなりコス
トアップしている。
【００９９】
　（付記項１～５の目的）　本発明は、このような点に鑑みてなされたものであり、組立
て性が良く、安価な内視鏡のコネクタ部の口金固定構造を提供することを目的としている
。
【０１００】
　（付記項１～５の課題を解決するための手段）　コネクタ外装ケースの内側にブロック
体を設け、ブロック体と口金を接続する接続部材を設けるとともに、ブロック体の外側に
開口した接続部材の収容部をブロック体に設け、接続部材をブロックの外側から挿入し、
外装ケースの外側から口金を接続部材に接続する。　
　接続部材により、口金とブロック体が固定される。
【０１０１】
　（付記項１～５の効果）　ブロック体３８の送気管路系は、送気口金３１、固定板４０
、ブロック体３８、接続口金３２のみで形成しており部品点数が少ない。また、送気口金
３１、固定板４０、接続口金３２は構造も単純であり部品単価が安い。ブロック体３８は
送気管路２９を形成しているので形状が複雑であるが成形品であり、やはり部品単価を安
くすることができる。また、組立て方法は、ブロック体３８に固定板４０を挿入し、送気
口金３１を固定板４０に外装ケース３７の外側から組付け、送気口金３１とブロック体３
８、雄ねじ部４９を接着するだけなので、組立てが簡単で時間も短い。また、固定板４０
はブロック体３８に接着等の特別な固定をしなくても、しっかり固定できる。つまり、安
くて組立て作業性の良い構造になっている。
【０１０２】
　（付記項６）　可撓性を有する内視鏡挿入部と、挿入部内に設けられた処置具チャンネ
ルと、処置具挿入口より挿入するスタイレットからなる内視鏡システムにおいて、スタイ
レット先端の内視鏡挿入部先端からの相対位置を示す指標を、挿入部の長さが異なる複数
の内視鏡に対応できるように複数種類スタイレットに設けるとともに、各種の指標の識別
手段を設けたことを特徴とする内視鏡。
【０１０３】
　（付記項７）　文字を複数種類の指標の識別手段とした付記項６の内視鏡。
【０１０４】
　（付記項８）　図形を複数種類の指標の識別手段にした付記項６の内視鏡。
【０１０５】
　（付記項９）　指標の色を複数種類の指標の識別手段にした付記項６の内視鏡。
【０１０６】
　（付記項１０）　スタイレットに設けた識別手段に対応した目印を内視鏡に設けた付記
項６の内視鏡。
【０１０７】
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　（付記項１１）　スタイレットに設けた識別手段に対応した目印を内視鏡の処置具挿入
口の近傍に設けた付記項６の内視鏡。
【０１０８】
　（付記項６～１１の従来技術）　特願平８－３０９６９１号。
【０１０９】
　（付記項６～１１が解決しようとする課題）　特願平８－３０９６９１号では、スタイ
レットの本体部に目盛りを設け、スタイレットの挿通量を視認することができるようにな
っている。しかし、このスタイレットでは、挿入部の長さが異なる内視鏡に用いた場合、
同一の目盛りでスタイレツト先端と挿入部先端の相対的な位置が違うため、挿入部先端か
らの所望の位置にスタイレットを配置しようとするとスコープ毎に計算しなければならず
、使用しにくいという問題がある。
【０１１０】
　（付記項６～１１の目的）　本発明は、このような点に鑑みてなされたものであり、挿
入部長の異なる複数の内視鏡に用いてもスタイレットの挿入長がすぐに分かるスタイレッ
トを提供することを目的としている。
【０１１１】
　（付記項６～１１の課題を解決するための手段）　スタイレット先端の内視鏡挿入部先
端からの相対位置を示す指標を、挿入部の長さが異なる複数の内視鏡に対応できるように
複数種類スタイレットに設けるとともに、各種の指標の識別手段を設ける。
【０１１２】
　同一のスタイレットを挿入部の長さの異なる内視鏡に用い場合、それぞれに対応した指
標を見ることで、スタイレットの挿入長を確認する。
【０１１３】
　（付記項６～１１の効果）　同じスタイレットを挿入部長の違う内視鏡に使用しても、
容易にスタイレットの挿入位置が認識できる。
【０１１４】
　さらに、内視鏡識別指標が文字ではなく図形にした場合には指標が大きく目立ち、見や
すい。
【図面の簡単な説明】
【０１１５】
【図１】本発明の第１の実施の形態を示す内視鏡システム全体の概略構成図。
【図２】第１の実施の形態の内視鏡における送気・送水システムの概略構成図。
【図３】第１の実施の形態の内視鏡におけるコネクタの要部構成を示す縦断面図。
【図４】図３のＡ－Ａ線断面図。
【図５】（Ａ）は内視鏡におけるスタイレットの使用例を示す平面図、（Ｂ）はショート
タイプの内視鏡にスタイレットを使用した例を示す平面図。
【図６】スタイレット挿入口の断面図。
【図７】スタイレットに設けた指標を示す要部の平面図。
【図８】スタイレットの第１の変形例を示す要部の平面図。
【図９】スタイレットの第２の変形例を示す要部の平面図。
【図１０】（Ａ）は内視鏡の操作部を示す正面図、（Ｂ）は（Ａ）のＢ－Ｂ線断面図。
【図１１】内視鏡の操作部を示す背面図。
【図１２】図１１のＡ－Ａ線断面図。
【図１３】内視鏡の操作部におけるケーシング本体内のパッキン受部を示す要部の横断面
図。
【図１４】内視鏡の操作部におけるケーシング本体内のパッキンの取付け状態を示す平面
図。
【図１５】内視鏡の操作部のグリップを左手で把持した状態を示す図。
【符号の説明】
【０１１６】
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　　２…電子内視鏡、３…光源装置（外部装置）、１５…コネクタ、３１…送気口金、３
２…送水口金、３７…外装ケース、３８…ブロック体、３９…固定板収容部（接続部材収
容部）、４０…口金固定板（接続部材）、４１，４２…ねじ穴（口金固定手段）、４３，
４４…挿入穴（装着穴）、４９，５０…雄ねじ部。

【図１】 【図２】

【図３】
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